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企画展示室（第7～9展示室） 

7月21日(金)～8月20日(日) 会期中無休 
主催／北陸中日新聞、石川県立美術館 

金沢放送局、石川テレビ放送 
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◆
観
覧
料 

個
　
　
　
人 

団
体
（
20
名
以
上
） 

一　般 

1,100円 

一　般 

900円 

高・大学生 

700円 

高・大学生 

500円 

小・中学生 

500円 

小・中学生 

300円 

※
当
館
友
の
会
会
員
は
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ 

　
り
、
団
体
料
金
に
な
り
ま
す
。 

　
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
国
民
的
画
家
で
あ
り
、日
本

で
は
、そ
の
深
い
感
情
と
敬
虔
な
る
宗
教
性
で
広
く

愛
さ
れ
続
け
て
き
た
、ジ
ョ
ル
ジ
ュ・
ル
オ
ー（
一
八
七
一
―

一
九
五
八
）の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
ル
オ
ー
は
、パ
リ
で
家
具
職
人
の
家
に
生
ま
れ
、十
四

歳
の
時
、ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
職
人
の
も
と
に
弟
子
入
り

し
ま
す
。
後
に
国
立
美
術
学
校
に
入
学
、そ
こ
で
象
徴

主
義
の
画
家
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
モ
ロ
ー
に
師
事
し
て
多
大

な
影
響
を
受
け
ま
す
。や
が
て
道
化
・
娼
婦
・
浮
浪
者
・

裁
判
官
と
い
っ
た
特
異
な
主
題
を
、力
強
い
筆
づ
か
い

と
厚
塗
り
を
特
徴
と
す
る
暗
く
輝
く
色
彩
で
描
き
続

け
、精
神
性
の
高
い
作
品
を
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。
 

　
出
光
美
術
館
の
所
蔵
す
る
ル
オ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、世
界
屈
指
の
質
と
量
を
誇
る
も
の
で
す
が
、本
展

は
そ
の
四
百
点
近
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、ル
オ
ー
の

個
性
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
重
厚
な
絵
肌

の
油
彩
画
と
と
も
に
、初
期
の
鮮
烈
な
水
彩
画
、そ
し

て
比
類
無
き
深
み
に
達
し
た
版
画
の
傑
作
な
ど
、あ
わ

せ
て
二
百
点
余
を
展
示
い
た
し
ま
す
。な
か
で
も
、ル
オ

ー
の
画
業
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
し
め
る
連
作
油

彩
画
「
受
難
」
六
十
四
点
や
、人
間
の
悲
惨
・
傲
慢
・
孤

独
の
描
写
か
ら
、慈
悲
の
心
と
平
和
へ
の
祈
り
へ
導
く

感
動
的
な
連
作
版
画
「
ミ
セ
レ
ー
レ
」五
十
八
点
な
ど
、

珠
玉
の
シ
リ
ー
ズ
を
ま
と
め
て
ご
覧
い
た
だ
け
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
す
。
 

　
こ
の
展
覧
会
を
通
し
て
ル
オ
ー
の
造
形
の
魅
力
を
再

発
見
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
作
品
に
こ
め
ら
れ
た
真
摯

な
思
い
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

  主
な
作
品
構
成
 

一
　
油
彩
画
連
作
「
受
難
」シ
リ
ー
ズ
六
十
四
点
他
 

　
キ
リ
ス
ト
の「
受
難
」
を
テ
ー
マ
に
ル
オ
ー
が
描
い
た

　
連
作
油
彩
画
。
ア
ン
ド
レ
・
シ
ュ
ア
レ
ス
の
詩
画
集

　
『
受
難（PA

SSIO
N

）』
八
十
二
点
の
版
画
挿
絵
を

　
油
彩
画
で
描
き
直
し
た
も
の
で
、ル
オ
ー
の
全
画
業

　
の
中
で
き
わ
め
て
重
要
な
作
品
群
。 

二
　
版
画
連
作
 

●
「
ユ
ビ
ュ
お
や
じ
の
再
生
」 

　 

ル
オ
ー
に
と
っ
て
最
初
の
版
画
集
で
あ
り
、本
格
的

　 

に
銅
版
画
に
取
り
組
ん
だ
最
初
の
作
品
。 

●
「
回
想
録
」 

　 

ル
オ
ー
に
芸
術
的
養
分
を
与
え
て
く
れ
た
モ
ロ
ー
、

　 

ブ
ロ
ワ
、ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、ユ
イ
ス
マ
ン
な
ど
の
画
家
、　 

　 

作
家
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
。 

●
「
流
れ
る
星
の
サ
ー
カ
ス
」 

　 

一
九
三
八
年
に
画
商
ヴ
ォ
ラ
ー
ル
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
、

　 

文
章
は
ア
ン
ド
レ
・
シ
ュ
ア
レ
ス
に
か
わ
っ
て
ル
オ
ー

　 

自
身
が
執
筆
。 

●
「
受
難
」
 

　 

画
商
の
ヴ
ォ
ラ
ー
ル
の
手
で
一
九
三
九
年
に
出
版
さ

　 

れ
、中
に
収
録
さ
れ
た
十
七
点
の
銅
版
画
は
一
九
三

　 

五
年
か
ら
一
九
三
六
年
の
年
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　 

文
章
は
ア
ン
ド
レ
・
シ
ュ
ワ
レ
ス
が
執
筆
。
 

●
「
ミ
セ
レ
ー
レ
」（
第
一
部
「
ミ
セ
レ
ー
レ
」、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
部
「
戦
争
」） 

　
　「
私
は
こ
の
作
品
に
、私
の
持
て
る
最
良
の
も
の
を

　 

つ
め
こ
み
ま
し
た
」
と
ル
オ
ー
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ

　 

う
に
、五
十
八
点
か
ら
な
る
連
作
版
画
で
、ル
オ
ー

　 

芸
術
の
頂
点
を
な
す
も
の
。
 

 

《
小
さ
な
家
族
》（
1
9
3
2
年
） 

《
受
難
　
1
受
難
》（
1
9
3
5
年
） 

◆
講
演
会（
入
場
無
料
） 

　
日
　
時
　
七
月
三
十
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分
 

　
場
　
所
　
美
術
館
ホ
ー
ル
 

　
演
　
題
　
「
出
光
美
術
館
の
ル
オ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
ー
成
立
と
特
徴
ー
」
 

　
講
　
師
　
八
波
　
浩
一（
出
光
美
術
館
学
芸
員
） 

◆
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
日
　
時
　
八
月
七
日（
月
）午
前
十
時
三
十
分
〜
　
十
一
時
三
十
分
〜
 

　
場
　
所
　
美
術
館
一
階
ロ
ビ
ー
 

　
演
　
奏
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
メ
ン
バ
ー
 

◆
子
供
無
料
鑑
賞
デ
ー
 

　
日
 
時
　
八
月
七
日（
月
） 

　
　
　
　
　
八
月
十
四
日（
月
） 

　
対
 
象
　
小
学
生
・
中
学
生
 

出光コレクションによる 

ルオー展 

C ADAGP,Paris & SPDA,TOKYO,2006
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葵紋蒔絵婚礼調度の内　十二手箱 
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江
戸
時
代
、
大
名
・
公
家
の
婚
礼
に
際
し
て
は
、
女
性
の
家

か
ら
嫁
ぎ
先
へ
多
く
の
道
具
類
が
持
参
さ
れ
ま
し
た
が
、各
道

具
類
は
蒔
絵
な
ど
で
豪
華
な
装
飾
が
な
さ
れ
、し
か
も
統
一
さ
れ

た
意
匠
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。
 

　
今
回
展
示
の
婚
礼
調
度
は
、加
賀
藩
第
十
三
代
藩
主
で
あ
る

前
田
斉
泰
に
来
嫁
し
た
、
第
十
一
代
将
軍
家
斉
の
二
十
一
女
の

溶
姫（
文
化
十
年
・一
八
一
三
〜
明
治
元
年
・一
八
六
八
）の
婚
礼
調

度
を
中
心
と
す
る
も
の
で
す
。
な
お
斉
泰
は
第
十
二
代
藩
主

斉
広
の
嫡
男
と
し
て
、文
化
八
年（
一
八
一一
）金
沢
に
生
ま
れ
、文

政
五
年（
一
八
二
二
）に
斉
広
の
隠
居
に
伴
い
家
督
の
相
続
が
幕
府

か
ら
許
可
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
翌
年（
一
八
二
三
）に
は
、溶
姫
と

の
縁
組
の
命
を
拝
し
ま
し
た
。
 

　
各
婚
礼
調
度
に
は
、徳
川
家
の
家
紋
で
あ
る
葵
紋
に
松
唐
草

を
併
せ
た
意
匠
が
全
面
に
施
さ
れ
た
も
の
で
工
芸
的
に
優
れ
た

も
の
で
す
。
溶
姫
の
婚
礼
調
度
は
当
時
の
大
名
間
の
生
活
文
化

を
伝
え
る
と
と
も
に
、散
逸
し
が
ち
な
道
具
類
に
あ
っ
て
、多
く

の
道
具
が
ま
と
ま
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
点
か
ら
も
貴
重
な
作
品
群

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
道
具
類
の
基
本
を
な
す
の
は
黒
棚
・
厨
子
棚
で
、各
棚
に
は

化
粧
道
具
・
文
房
具
を
中
心
と
す
る
身
の
回
り
品
が
飾
ら
れ
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、鏡
箱
・
櫛
箱
・
白
粉
箱
な
ど
を
収
め
る
十
二

手
箱
、櫛
を
収
め
る
払
箱
や
櫛
箱
、元
結
を
収
め
る
元
結
箱
、お

歯
黒
化
粧
関
係
道
具
で
あ
る
歯
黒
箱
・
渡
金
箱
、ま
た
大
小
で
一

具
を
な
す
角
赤
手
箱
。ほ
か
、硯
箱
、色
紙
箱
、短
冊
箱
、料
紙
箱
、

文
箱
な
ど
で
す
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら
た
い
へ
ん
多
く
の
道
具
類
は
、

溶
姫
を
迎
え
る
た
め
に
新
造
さ
れ
た
赤
門（
御
守
殿
門
／
現
東

京
大
学
赤
門
・
重
文
）を
含
む
江
戸
本
郷
の
加
賀
藩
上
屋
敷
内

の
新
御
住
居
に
、輿
入
れ
に
先
立
つ
文
政
十
一
年（
一
八
二
七
）十
一

月
十
一
日
か
ら
計
五
日
を
か
け
て
女
中
衆
道
具
を
含
め
た
道
具

類
が
運
び
込
ま
れ
て
、同
月
二
十
七
日
に
溶
姫
の
入
輿
・
引
移
り

が
終
了
し
ま
し
た
。
 

　
展
示
で
は
こ
の
溶
姫
の
道
具
類
を
中
心
に
、
婚
礼
調
度
の

一つ
で
あ
る
碁
・
将
棋
盤
や
、当
時
の
大
名
家
の
輿
入
れ
の
様
子
を

描
き
と
め
た「
姫
君
入
輿
行
列
図
」な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
第
2
展
示
室
で
は
六
月
の「
古
九
谷
名
品
選
」
に
つ
づ
い
て
、

古
九
谷
再
考
と
題
し
た
「
若
杉
窯
・
吉
田
屋
窯
」の
特
集
展
示
を

行
い
ま
す
。
 

　
例
年
、夏
の
こ
の
時
期
に
は
所
蔵
品
と
寄
託
品
を
あ
わ
せ
て

「
古
九
谷
・
再
興
九
谷
名
品
選
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

金
沢
・
小
松
・
加
賀
の
再
興
九
谷
諸
窯
全
体
を
紹
介
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、ど
の
窯
に
あ
っ
て
も
代
表
的
な
数
点
が
展
示
さ
れ
る
だ

け
で
し
た
。
今
年
の
展
示
で
は
、所
蔵
品
・
寄
託
品
と
も
に
充
実

し
た
作
品
数
を
有
す
る
若
杉
窯
と
吉
田
屋
窯
だ
け
に
絞
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
二
十
点
ほ
ど
を
公
開
し
、古
九
谷
に
つ
づ
く
九
谷
焼
の

流
れ
を
概
観
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
若
杉
窯
は
、能
美
郡
若
杉
村（
現
在
の
小
松
市
若
杉
町
）に

興
っ
た
陶
業
で
、
藩
の
保
護
奨
励
も
あ
っ
て
明
治
初
頭
ま
で
の

七
十
年
間
ほ
ど
の
間
に
、日
用
雑
器
を
中
心
に
幅
広
い
器
種
が

量
産
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
、染
付
の
優
品
と
し
て
若
杉
の
基
準
的
作
品
と
も
い

わ
れ
る
「
鴛
鴦
図
芙
蓉
手
平
鉢
」や
獅
子
の
顔
面
を
意
匠
化
し

た
「
獅
噛
文
鉢
」
、丸
い
球
形
の
胴
部
に
注
ぎ
口
を
も
つ
特
殊
な

か
た
ち
の「
山
水
草
花
文
水
注
」
な
ど
。
ま
た
色
絵
で
は
、阿
波

国
出
身
で
若
杉
窯
の
主
工
を
つ
と
め
た
赤
絵
勇
次
郎
の
作
と
推

察
さ
れ
る「
唐
獅
子
牡
丹
図
平
鉢
」、緑
と
薄
緑
を
基
調
に
印
象

的
な
絵
具
の
用
い
方
を
し
た
「
椿
図
六
角
面
取
徳
利
」
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。
 

　
吉
田
屋
窯
は
、大
聖
寺
の
豪
商
豊
田
伝
右
衛
門
が
古
九
谷
窯

跡
の
地
に
開
い
た
窯
で
、古
九
谷
再
興
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
作
品
は
、芸
術
的
鑑
賞
品
と
も
い
う
べ
き
も
の
と
、量
産
方

式
に
よ
る
日
用
品
と
が
実
に
う
ま
く
併
用
さ
れ
て
経
営
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
、古
九
谷
青
手
を
ね
ら
っ
た
塗
埋
手
の
様
式
の「
色
絵

万
年
青
図
平
鉢
」や
蓋
表
に
椿
を
描
い
た
「
色
絵
椿
文
六
角
四

段
重
」
、異
国
情
緒
を
漂
わ
せ
る
「
色
絵
象
人
物
図
角
皿
」
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。
 

今月のコレクション展示室 
（第2展示室） 

7月21日(金)～8月20日(日) 会期中無休 

色
絵
椿
文
六
角
四
段
重 

色
絵
唐
獅
子
牡
丹
図
平
鉢 

今月のコレクション展示室 
（前田育徳会展示室） 

7月21日(金)～8月20日(日) 会期中無休 

特 集 

婚礼調度の美 

特 集 

若杉窯・吉田屋窯 
－古九谷再考－ 

よ
う
ひ
め
 

い
え
な
り
 

な
り
や
す
 

な
り
な
が
 

も
と
ゆ
い
 

あ
か
も
ん
 

お

す

ま

い
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今月のコレクション展示室 
（第6展示室） 

7月21日(金)～8月20日(日) 会期中無休 

夏休み 親子で楽しむ美術館 
にんげんがいっぱい。はいポーズ¡
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おばあちゃんときました 

夏
は
親
子
で
美
術
館
！
 

 　
今
年
も
夏
休
み
の
特
集
企
画
と
し
て
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室
で
「
夏
休
み
　
親
子
で
楽
し
む
美
術
館
」
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
に
ん
げ
ん
が
い
っ

ぱ
い
。
は
い
ポ
ー
ズ
！
」
で
す
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
表
す

よ
う
に
、展
示
室
は
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
や
表
情
を
し
た

人
た
ち
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
は
さ
ら
に
全
体
を
こ
ど
も
た
ち
の
表
情
・
動
き

を
表
現
し
た
「
こ
ど
も
た
ち
」
グ
ル
ー
プ
、
働
く
姿
や

動
作
・
動
き
を
表
現
し
た
「
は
た
ら
く
す
が
た
・
う
ご
く

し
ぐ
さ
」
グ
ル
ー
プ
、美
し
く
見
せ
る
立
ち
ポ
ー
ズ
・
す

わ
り
ポ
ー
ズ
を
表
現
し
た
「
き
れ
い
に
み
せ
る
」
グ
ル
ー

プ
、い
ろ
い
ろ
な
表
情
な
ど
を
表
現
し
た
「
い
ろ
ん
な
か

お
」
グ
ル
ー
プ
と
、人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
・
動
作
を

楽
し
む
こ
と
に
着
眼
し
た
4
つ
の
テ
ー
マ
に
区
切
り
、

28
点
を
紹
介
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、昨
年
同
様
、お
子
さ
ん
の
視
点
・
観
点
に
合
わ

せ
て
作
成
し
た
作
品
鑑
賞
用
の
セ
ル
フ
ガ
イ
ド
を
見
な

が
ら
、親
子
で
考
え
、会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
鑑
賞
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
子
供
が
小
さ
い
の
で
、

作
品
を
つ
く
る
こ
と
は
楽
し
く
で
き
て
も
、
作
品
を

み
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
･
･
･
と
考
え
ら
れ
が
ち

で
す
。
確
か
に
鑑
賞
に
入
る
と
き
に
、自
由
に
見
て
ら
っ

し
ゃ
い
と
子
供
を
展
示
室
内
に
置
く
と
、楽
し
い
も
の

が
見
つ
け
ら
れ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
は
大
人
も
ガ
イ
ド
を
片
手
に

「
こ
こ
に
出
て
い
る
作
品
を
見
つ
け
よ
う
」「
好
き
だ
な

と
思
う
一
点
を
見
つ
け
よ
う
か
」「
素
敵
だ
な
と
思
う

部
分
が
ど
こ
か
に
な
い
か
な
」
な
ど
、会
話
を
し
な
が
ら

一
緒
に
楽
し
ん
で
見
て
く
だ
さ
い
。一
緒
に
楽
し
む
中
で
、

き
っ
と
、大
人
が
驚
く
よ
う
な
感
想
も
飛
び
出
し
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、こ
の
特
集
展
示
は
他
の
展
示
室
に
比
べ
て

絵
は
低
く
掛
け
ら
れ
、彫
塑
も
低
い
台
の
上
で
展
示
さ

れ
て
い
る
の
に
気
付
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ち
い
さ
な
子

供
の
目
線
に
も
合
う
よ
う
に
作
品
を
展
示
し
て
あ
り

ま
す
。
通
常
の
展
示
室
と
は
違
う
視
点
で
も
作
品
鑑

賞
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

　
今
年
も
ぜ
ひ
夏
休
み
の
ひ
と
と
き
を
美
術
館
で

ご
ゆ
っ
く
り
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
 

　
赤
ち
ゃ
ん
の
遊
具
で
、ぶ
ら
下
が
り
ブ
ラ
ン
コ

の
よ
う
な
中
に
入
っ
て
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
遊
び
を
す

る
も
の
で
す
。
ぴ
よ
ん
と
飛
び
上
が
っ
た
と
こ
ろ

か
な
。
足
先
が
つ
ん
！
 

　
熱
唱
す
る
歌
手
が
画
面
中
央
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
迫
力
の
口
元
・

目
元
ポ
ー
ズ
で
す
ね
。
 

こ
ど
も
た
ち 

　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
リ
ー
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
子
　
石
川
　
義 

 

は
た
ら
く
す
が
た
・
う
ご
く
し
ぐ
さ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
手
　
宮
本
三
郎 
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◆
観
覧
料 個

　
　
　
人 

団
体
（
20
名
以
上
） 

一　般 

350円 

一　般 

280円 

大学生 

280円 

大学生 

220円 

高校生以下は 

無料 

高校生以下は 

無料 

今月のコレクション展示室 

7月21日(金)～8月20日(日)

主な展示作品 
● ◎＝国宝　◎＝重要文化財　□＝石川県指定文化財 

特
集
　
婚
礼
調
度
の
美
 

葵
紋
蒔
絵
婚
調
度
 

　
黒
棚
 

　
厨
子
棚
 

　
大
小
角
赤
手
箱
 

姫
君
入
輿
行
列
図
 

女
三
十
六
歌
仙
色
絵
雉
図
屏
風
 

業
平
菱
牡
丹
散
蒔
絵
碁
盤
・
将
棋
盤
 

前
田
育
徳
会
展
示
室
 

【
油
彩
画
】 

曲
と
直
の
自
然
則
 

作
品
ー
6
9
0
6
ー
2
 

【
彫
刻
】 

春
葩
 

木
陰
の
女
 

【
水
彩
・
素
描
】 

印
度
兵
 

裸
婦
 

 

西
田
洋
一
郎
 

埜
谷
次
郎
  

田
中
　
昭
 

米
林
勝
二
  

宮
本
三
郎
 

鴨
居
　
玲
 

第
4
展
示
室
 

特
集
　
若
杉
窯
・
吉
田
屋
窯
　
ー
古
九
谷
再
考
ー
 

若
杉
窯
 

染
付
花
鳥
図
芙
蓉
手
平
鉢
 

色
絵
唐
獅
子
牡
丹
図
平
鉢
 

染
付
山
水
草
花
文
水
注
 

吉
田
屋
窯
 

色
絵
万
年
青
図
平
鉢
 

色
絵
象
人
物
図
角
皿
 

色
絵
椿
文
六
角
四
段
重
 

 

第
2
展
示
室
 

● ◎
色
絵
雉
香
炉
 

◎
色
絵
雉
雌
香
炉
 

野
々
村
仁
清
 

野
々
村
仁
清
 

第
1
展
示
室
 

【
油
彩
画
】 

鏡
の
前
の
裸
婦
 

Ｎ
氏
の
午
後
 

裸
女
達
に
捧
ぐ
 

【
日
本
画
】 

坂
に
建
つ
街
 

初
夏
の
花
 

送
電
柱
 

 

高
光
一
也
 

松
本
　
昇
 

宮
本
三
郎
  

山
本
知
克
 

濱
田
　
観
 

下
村
正
一 

第
3
展
示
室
 

鉄
絵
斑
文
壺
 

釉
裏
金
彩
牡
丹
唐
草
文
鉢
 

籃
胎
提
盤
 

童
児
遊
ぶ
 

象
嵌
鋳
銅
花
瓶
 

木
彫
截
金
香
盒
「
残
月
」
 

石
黒
宗
麿
 

吉
田
美
統
 

小
森
邦
衛
 

木
村
雨
山
 

金
森
映
井
智
 

西
出
大
三
 

第
5
展
示
室
 

特
集
　
夏
休
み
　
親
子
で
楽
し
む
美
術
館
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
げ
ん
が
い
っ
ぱ
い
。
は
い
ポ
ー
ズ
！
 

歌
手
 

猿
田
彦
 

ジ
ョ
リ
ー
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
子
 

道
化
 

波
乗
り
 

  

宮
本
三
郎
 

庄
田
常
章
 

石
川
　
義
 

坂
根
克
介
 

山
瀬
晋
吾
 

第
6
展
示
室
 

籃
胎
提
盤
　
　
　
　
　
小
森
邦
衛 

裸
婦
　
　
　
鴨
居
　
玲 

春
葩
　
　
　
田
中
　
昭 

送
電
柱
　
　
　
下
村
正
一 
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講演会記録  「浮世絵の魅力 －久世コレクションを中心に－」 

講師：小澤  弘氏 
（江戸東京博物館　都市歴史研究室長・教授） 

　一昨年だったと思う

のですが、こちらの館の

南課長さんがおいでに

なりまして「三千点もの

浮世絵が、初めて石川

県立美術館へ入るのだ

けれども」というお話が

ありました。今から十年

ほど前に「国際浮世絵学会」が成立しまして、私はそのメン

バーとして浮世絵そのものもだいぶ長い間見てきております

ので、何かお役に立つことがあればということで、ご相談に

乗ることをお引き受けしました。その時に久世重勝さんの

お名前が果たして私共の学会の組織の名簿にあるかと思

い調べましたら、ありました。ただ、残念ながらお目にかかった

ことはなかったのです。いろんなコレクターの方は存じ上げて

いるつもりだったのですが、金沢にそういう方がおられるとは

知らなかったのです。しかも、三千点というすごい量の作品を

持っておられた方というのは、どういう方なのかなぁと、私も

大変関心を持ちました。 

　その後こちらへ参って二日間、会議室で嶋崎館長を始め

学芸員の方々が広げられるのを片っ端から見たのですが、

二日間かけても全部見切れなかったのです。その時の印象、

大変びっくりいたしましたのは、「東海道もの」でも揃っている

のですね。これは浮世絵にはまり込んだ方ならおわかりかと

思うのですが、「東海道五十三次」が揃いで出てくることは

ほとんどないのです。それほど浮世絵というのは、たくさん

摺られた割にはバラバラになってしまっていることが多いので

す。ですから、多分、久世さんは長い時間をかけて、ひとつひ

とつ埋められてきた。こうした浮世絵に対するご自身の思い

の込められたコレクションが、この石川県立美術館に入ったと

いうことは、私はすごいことだなと思いました。 

 

　歌川広重の『東海道五十三次』は天保二年から三年に

かけて刊行されましたが、大変ヒットしまして、五千枚とも九千

枚とも、ものすごく売れたと言われています。浮世絵といい

ますのは、一回の作業量が二百枚、これは一日の作業量に

なるのですが、二百枚摺るのが基本でありましたから、五千

枚も九千枚も売れるというのは、大変なヒットで、今で言うと百

万部売れるみたいな感じになると思います。そこで保永堂と

いう出版元も「じゃあ、次は木曾街道をやろう」ということにな

りました。ただし、広重をまた使うと異なった絵にならないとい

うことから、渓斎英泉という美人画の名手を登用して始める

のですが、二十四枚描いたところで、版元と上手くいかな

かったのでしょうか、ストップしまして、その後また広重が受け

継いで描きました。『木曾街道六十九次』は、大変旅情感の

あるシリーズです。 

　続いて役者絵ですが、三十六歌仙見立ての三代目豊国

（歌川国貞）の『東錦絵三十六歌仙』は、素晴らしい役者絵

ですね。髪の毛の彫り、色、摺り、どれを取っても最高級のもの

です。この絵は金沢ゆかりの上野さんという人に言われて、

河竹黙阿弥（幕末から明治期に活躍した歌舞伎作者）

さんが九代目市川団十郎にお頼みになって、末文を書いて

もらっているといういわくつきのものでありまして、まさにこの

石川県に置いておくのが素晴らしい。多分そういう思いが

あって、お求めになられたものだろうと思っております。これを

入手された時の久世さんの、なんと言いますでしょうか、にん

まりしたお顔と言うのでしょうか。何を置いても替え難いという

お気持ちを持って、きっと眺められたことだろうと思います。

浮世絵オタクの方は、これを手に入れられたら、興奮で寝られ

ないと思いますけれども。 

　歌麿も入手するのが大変だったと思いますが、大からくりを

子供が見ている『風流子宝合』というのも、いかにも歌麿らし

い日常の生活風景が描かれています。単に美人画を描くだ

けでなく、日常の風景を題材にしたというのが歌麿の特徴で

ありまして、日常性における母性といいますか、女性の姿の

美しさというのを表現した絵師であります。 

 

　久世さんのコレクションを拝見しますと、百六十人に至る

絵師、三千枚を超える作品、それぞれにシリーズを丹念に埋

めて持っておられる。恐らく、本当の初期の菱川師宣などを

除きますと、ほとんどこれで浮世絵史が語られてしまう。しかも

名品もシリーズものもほとんどお持ちであるという点で、よくまぁ

これだけお集めになられたなぁ、という思いがいたしました。 

　浮世絵というのは、日本の文化と美の心というものを最もよ

く伝えますので、江戸時代に来た外国人も、その一枚で情感

すらわかるということで、たくさん持って帰りました。しかし日本

人はそういう大事な遺産を、まぁ安かったせいもあって、廃棄

してしまったのです。浮世絵はどれだけつくられたかわかって

おりません。しかし、思ったほど残っていないのです。その

残っていないのを、一人の久世重勝さんという方がお集めに

なったのです。ですから、是非石川県の皆さん、この久世さん

の作品を核に、江戸の非常に大いなる遊び心と文化的な

ものをお楽しみいただき、次の世代へ伝えていっていただけ

れば、江戸東京博物館から来た甲斐があったと思います。

そして、浮世絵のファンになっていただければありがたいと思

います。 

 

 
 
 
 
（「広重・北斎・歌麿UKIYO絵展」にちなんで、4月23日に当館ホールで
行われた公演内容を、当館の責任で要約したものです。） 
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8月の行事案内 《入場無料（ギャラリートークを除く)・いずれも午後1時30分から行います》 
月　日 行　事 内　　　　　　　　容 会　場 

美術講座 8/5（土） 

8/6（日） 

8/26（土） 
8/27（日） 

8/13（日） 

8/19（土） 

8/20（日） 

月例映画会 

ビデオ鑑賞会 

ビデオ鑑賞会 

美術講座 
コンサート 

ギャラリートーク 

ビデオ鑑賞会 

講義室 

ホール 

ホール 

展示室 
ホール 

講義室 
ロビー 

ホール 

やきものの魅力 （南　俊英　学芸第一課長） 

（北澤　寛　学芸主査） 
（午後6時より） 

（西田孝司　学芸専門員） 

①日本の肖像画　歴史上の人物たち 
②近代絵画 

（23分） 
（34分） 

日本の彫刻美術 
トワイライトコンサート 

百々俊雅の世界 

①正倉院宝物22　不老長寿の夢 
②正倉院宝物23　天平人の武・学・遊 

（31分） 
（30分） 

①正倉院宝物23　天平人の武・学・遊 
②正倉院宝物24　天平の花を映す鏡 

（30分） 
（33分） 

琳派と江戸前期の風俗画 （60分） 

※8月の全館休館日は21日（月）～23日（水）です。 
 

「人間国宝　松田権六の世界」第1回 

企画展TOPIC

8月の企画展示室 

　本年は、近代工芸の

発展に大きく寄与した

漆芸家、人間国宝松田

権六の生誕1 1 0年、

没後20年にあたります。

さらに、重要無形文化

財保持者（人間国宝）認定制度制定から50年という節目を

迎えたことから、本館では9月29日～10月29日の会期で

「人間国宝」誕生50年－漆芸界の巨匠　「人間国宝　松田

権六の世界」を開催します。 

　松田権六の大規模な回顧展は、1977年と87年に新旧の

石川県立美術館で開催されています。そこで今回の展覧会

は、これまでとは少し違った構成とする予定です。もちろん、

東京美術学校の卒業制作「草花鳥獣文小手箱」（東京藝

術大学美術館所蔵）をはじめ、代表作の「蓬艾之棚」（本館

所蔵）や「鷺蒔絵棚」（広島県立美術館所蔵）など、松田権

六といえばこの作品という名品を一堂に展示することが展覧

会の主眼であることはいうまでもありません。しかし今回は、昨

今注目されている環境展示、行動展示の視点から、それと

あわせて松田権六の美意識、芸術観の形成過程を知る重

要な手がかりとなる古美術や修復を手がけた文化財も展示

します。「人に学び、自然に学び、物に学ぶ。」が松田終生の

モットーでした。さらに松田は「人に学ぶのは限度があるが、

物に学ぶのは限度がない」とも語っています。 

　その言葉どおり松田芸術は、徹底した古典の研究や修復

を通して獲得された美意識、表現、材質、技法に関する極め

て広範な知識に立脚しています。今回の展覧会では漢時代

の楽浪郡出土漆器（東京大学考古学研究室所蔵）や、

松田が「美の恩師」と仰いだ益田孝（鈍翁）旧蔵の作品など

を、松田による修復のエピソードを交えていくつか紹介する予

定です。さらに今回は、松田権六の薫陶を受けた大場松魚、

寺井直次、田口善国ら人間国宝各氏の作品もあわせて

展示し、松田の思想がどのように継承され、また新たな作風

に転換されたかを概観したいと考えています。 

　このように、今回の展覧会は内容も豊富で、多くの方の

興味や関心に対応できるものと考えております。これまでとひ

と味違った松田権六の展覧会に是非ご期待いただき、また

ご来館をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

　石川県内の水墨画愛好団体を網羅した統一展です。

近年愛好者の増加と作品の向上が著しい県水墨画界の結

束を図るとともに、愛好者拡大を目指すねらいの展覧会で、

作品は広く愛好者から公募して審査。入選、入賞作に委嘱

作品も併せて展示し、水墨画の魅力を伝えるものです。 
 
◇入場料　一般、大・高生　500円（400円） 
　　　　　中学生以下無料（　　）内は団体料金 
　　　　　※当館友の会会員は、会員証提示により団体
　　　　　　料金 
 
◇連絡先　金沢市香林坊2－5－1 
　　　　　北國新聞社事業局内 
　　　　　「第16回 北國水墨画展」事務局 
　　　　　a 076-260-3581

 

第16回 北國水墨画展 
8月24日（木）～27日（日）(第7～9展示室） 

9月29日～10月29日 

來 

「蓬艾之棚」（本館蔵） 來 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています －  8  － 

色絵万年青図平鉢　吉田屋窯 
いろ　え お も と ず　ひらばち　　よし だ や がま 

江戸19世紀 

口径38.5　底径22.5　高6.7

　今年度の文化財現地見学は、現在下記の予定で準備を進め
ています。見学コースや日程の詳細は、来月号に掲載します
ので、しばらくお待ち下さい。 
 
　日　　程　　10月14日(土)～15日(日) 
　　　　　　　１泊２日 
　見 学 先　　長野県（長野市・安曇野市） 
　見 学 地　　長野県信濃美術館・東山魁夷館（長野市） 
　　　　　　　安曇野ちひろ美術館（北安曇野郡松川村） 
　　　　　　　清水寺（長野市） 
　募集定員　　45名（対象は原則として成人） 
 
　申し込み・抽選会 
　　往復葉書にて申し込み。抽選会を公開で行います。 
　　申込期日や抽選会日時は来月号に掲載します。 

　
器
面
中
央
に
大
き
く
万
年
青
の
株
を
配
し
た
平

鉢
で
、吉
田
屋
窯
の
代
表
作
の
一つ
と
し
て
知
ら
れ
る

作
品
で
す
。
軽
妙
な
筆
遣
い
で
生
き
生
き
と
万
年

青
を
描
い
て
お
り
、余
白
を
点
で
埋
め
て
い
る
と
こ
ろ

な
ど
同
じ
塗
埋
手
の
古
九
谷
青
手
と
は
ひ
と
味
違

っ
た
雰
囲
気
を
み
せ
て
い
ま
す
。
古
九
谷
に
見
ら
れ

る
筆
致
の
豪
快
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、特
有
の
軽
快

さ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
紺
青
・
紫
・
緑
・
黄
の
絵
具
の

発
色
は
や
や
暗
め
で
す
が
か
え
っ
て
穏
和
な
趣
を
呈

し
て
い
ま
す
。
地
色
の
黄
色
と
万
年
青
に
施
さ
れ
た

紺
青
・
紫
・
緑
の
そ
れ
ぞ
れ
の
色
が
対
比
的
で
、こ
の

作
品
を
よ
り
印
象
づ
け
て
い
ま
す
。
 

　
裏
面
は
唐
草
を
繋
い
で
緑
彩
し
て
い
ま
す
。
高
台

畳
付
は
赤
褐
色
の
胎
土
を
み
せ
て
お
り
、陶
胎
の
ま

ま
で
す
。
ま
た
高
台
内
は
唐
草
風
の
蔓
先
を
散
ら

し
て
余
白
と
も
黄
彩
し
、中
央
に
は
二
重
角
「
福
」

の
銘
を
書
き
緑
彩
し
て
い
ま
す
。
吉
田
屋
窯
の
な
か

で
も
も
っ
と
も
初
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
 

　
吉
田
屋
窯
は
、大
聖
寺
の
豪
商
、豊
田
伝
右
衛
門

が
文
政
七
年（
一
八
二
四
）、古
九
谷
窯
跡
の
地
で
開

い
た
窯
で
す
。の
ち
に
山
代
の
越
中
谷
に
窯
を
移
し
、

天
保
二
年（
一
八
三
一
）ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
豊
田
氏

の
屋
号
で
あ
る
吉
田
屋
が
窯
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て

お
り
、古
九
谷
青
手
を
ね
ら
っ
た
塗
埋
手
の
様
式
が

特
徴
で
、近
世
後
期
の
有
数
な
窯
と
し
て
、広
く
日

本
に
知
ら
れ
て
い
る
名
窯
で
す
。
銘
は
古
九
谷
同
様
、

角
「
福
」
を
用
い
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
 

次回の展覧会 

8月24日(木)～9月24日(日) 
 

特別陳列　日本画家　百々俊雅の世界 
　　　　　　　　　　　　　　(第4展示室) 

特別陳列　尊經閣文庫名品展 
　　　　　　　　　　　(前田育徳会展示室) 

特　　集　琳　　派　　　(第2展示室)
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